
 

 

成年被後見人に宛てた郵便物等の配達の嘱託（回送嘱託）の申立書の作成提出要領 

  

成年後見人が本人の財産・収支状況を正確に把握し，適切な財産管理を行うために，本人に宛

てた郵便物等の配達（回送）を受けようとする場合は，家庭裁判所の審判（回送嘱託審判）を得な

ければなりません。  

回送嘱託の申立ては，成年後見人に限られ，保佐人，補助人，任意後見人，未成年後見人はする

ことができません。また，成年後見人の選任の効力発生前（後見開始審判の確定前）は，この申立

てをすることはできません。 

回送の期間は，必要性の程度を踏まえて，６か月を超えない範囲で，家庭裁判所が定めます。な

お，定められた回送期間は伸長することはできません。 

回送嘱託の審判は，申立人（成年後見人）が審判書謄本を受領して２週間が経過すると確定しま

す。審判確定後，家庭裁判所から信書送達事業者（集配郵便局等）に回送を嘱託します。 

 

  

 

１ 成年被後見人に宛てた郵便物等の配達の嘱託（回送嘱託）をする必要があるとき 

は，家庭裁判所に対し，次の各書類を提出して行ってください。  

(1) 成年被後見人に宛てた郵便物等の回送嘱託申立書 

(2) 収入印紙 ８００円（申立書貼付）  

(3) 郵便切手 ８２円×２枚 

※ 嘱託先が複数の場合は，嘱託先が１か所増えるごとに８２円を１枚加算してくださ

い。 

※ 審判書を郵送してほしい場合は，１０７２円（内訳：５００円×２枚，５２円×１枚，

２０円×１枚）を加算してください。 

※ 家庭裁判所調査官による調査を行う場合は，別途郵便切手の納付をお願いすることがあ

ります。 

(4) 選任審判（開始審判）後に申立人又は本人の住所が変わった場合，住民票の写し 

(5) 申立人以外に成年後見人（財産管理権限を有する者）が選任されている場合，本件申立て

をすることについての当該成年後見人の同意書 

(6) 成年後見監督人が選任されている場合，本件申立てをすることについての成年後見監督人

の同意書 

※ 申立後に追加資料の提出を求めることがあります。 
 

 


